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ゲストエディタ巻頭言

　日本では、ほとんどすべての社会インフラが依然とし

て国家なり、公共機関が計画を立案し、実行する、いわ

ゆる公共工事と呼ぶ計画経済で実施されているため、す

べてのインフラが欧米に比して高コストになっている。

　通信インフラの領域では、いわゆる護送船団方式で運

用されてきたテレコム文化圏の通信技術と世界の市場で

競争に晒されてきたルータやイーサネットの通信技術が

同じマーケットで衝突し、テレコム文化圏の技術が土俵

際まで後退を余儀なくされ、押し出されようとしている。

社会インフラの中で真の意味のグローバルな競争市場に

変貌した、日本では、最初のものであるといっても過言

ではない。日本の通信インフラが帯域保障型の固定電話

網からベストエフォート型のインターネットへと、国の

e-Japan計画に基づいて、各キャリアーが大きく舵をきっ

ている。

　国交省の住宅の“IT化標準策定委員会”に基づいて

住まいの情報化と高速化が 2001年夏以降急速に進展し

ている（都市基盤整備公団の仕様が、いっきに 100Mbps

のアクセス回線と構内や住戸内が 100Mbpsのファース

トイーサを選択）。民間のデベロッパーも一斉にそれに

続いている。既築の集合住宅には CATB、ADSLホーム
PNAなどによるMbpsクラスの高速回線への切り替えを

急いでいる。

　日本の IT産業も米国の技術を追随するだけでは、永

久に米国を追い越すことができない。産業構造の変換が

急務である。すべてのインフラが高コストの日本では、

製造（主として消費財）、流通、販売を営む企業が利益

を生むことが困難であることは言うまでもない。消費財

を生産する設備などの資本財生産への転換や高付加価値

をもつ部品（光部品、光パネル、ナノテク）、さらには、

競争力を依然としてもつ消費財（デジカメ、複写機、プ

リンタなど）への転換が急務である。車や家電に代表さ

れる消費財の生産の多くが空洞化することは資本主義の

必然である。台頭する中国や韓国などの良質の製品が世

界を席巻することは時間の問題である。日本の産業を早

期に新しい価値を創造するビジネスモデルに基づく産業

か、一歩も二歩も先を行く高付加価値品の製造との２極

化を進めることが急務である。

　このような状況下で、ブロードバンド化の急激な進展

によりサイバースペースを利用する環境が急速に整えら

れてきている。米国 IT技術を追従しない新しい可能性

が VRの中にあると思う。この特集ではそのような新し

いバーチャルリアリティの動きを紹介する。

　最近の研究では単に仮想的な空間構築に留まらず、実

世界と結びつけた空間の構築の動きがある。一方、複数

の人が参加する協調仮想空間環境の実際の運用も進んで
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いる。このような流れを受けて本特集では、メディア指

向、実世界指向、位置指向、臨場感指向、分散共有指向

のサイバースペースを取り上げ、すなわち、五感による

環境、ウエアラブル複合現実、位置情報と関連するユビ

キタス環境、没入空間による通信、分散共有仮想空間を

仮想社会に利用した課題などを紹介する。

　これらの技術が今後の日本独自の IT技術として広く

利用されるようになることを期待してやまない。
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